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２×２×７＋０は完全数 

 

 ２０２７の各位の数を並びかえて，その間に＋か×を入れて式を作り，その計算結果が最大になるように

すると，２×２×７＋０＝２８という完全数になります。完全数とは，約数の和が自分自身の２倍になる整

数で，２８の場合は１＋２＋４＋７＋１４＋２８＝５６＝２８×２，となります。 

 

以下の問いに答えなさい。２８以外の完全数は小さい順に，６，４９６，８１２８，３３５５０３３６，

…です。 

 

（１）各位の数を並びかえて，その間に＋か×を入れて式を作り，その計算結果が最大になるようにすると

完全数になるような２けたの整数は何個ありますか。 

 

 

（２）各位の数を並びかえて，その間に＋か×を入れて式を作り，その計算結果が最大になるようにすると

完全数になるような３けたの整数は何個ありますか。 

 

 

（３）各位の数を並びかえて，その間に＋か×を入れて式を作り，その計算結果が最大になるようにすると

完全数になるような１０以上９９９９９以下の整数は何個ありますか。 
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２×２×７＋０は完全数 （１）７個 （２）２５個 （３）２６９個 

 

（１）計算結果となる完全数ごとに場合分けします。 

  計算結果が６ 

   ０＋６＝６となる（０，６）の並びかえ…６０の１個 

   １＋５＝６となる（１，５）の並びかえ…２×１＝２（個） 

   ２×３＝６となる（２，３）の並びかえ…２個 よって，１＋２＋２＝５（個）です。 

 

  計算結果が２８ 

   たし算の式の最大値は９＋９＝１８なので，かけ算の場合を考えます。 

   ４×７＝２８となる（４，７）の並びかえ…２個 よって，２個です。 

 

  計算結果が４９６ 

   かけ算の式の最大値は９×９＝８１なので，計算結果が４９６以上の完全数になることはありません。 

 

以上より，５＋２＝７（個）です。 

 

（２） 

  計算結果が６ 

   ０＋０＋６＝６となる（０，０，６）の並びかえ…１個 

   ０＋１＋５＝６となる（０，１，５）の並びかえ…２×２×１＝４（個） 

   １＋１＋４＝６となる（１，１，４）の並びかえ…３個 

   ０＋２×３＝６となる（０，２，３）の並びかえ…４個 よって，１＋４＋３＋４＝１２（個）です。 

 

  計算結果が２８ 

   たし算の最大値は９＋９＋９＝２７なので，かけ算を含む場合を考えます。 

   ０＋４×７＝２８となる（０，４，７）の並びかえ…４個 

   １＋３×９＝２８となる（１，３，９）の並びかえ…３×２×１＝６（個） 

   ２×２×７＝２８となる（２，２，７）の並びかえ…３個 よって，４＋６＋３＝１３（個）です。 

 

  計算結果が４９６ 

   足し算とかけ算を含む式の最大は９＋９×９＝９０なので，かけ算のみの式を考えます。ところが，

素因数分解をすると４９６＝２×２×２×２×３１なので，１けたの整数３個の積が４９６になること

はありません。 
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  計算結果が８１２８ 

   全ての式の最大値は９×９×９＝７２９なので，計算結果が８１２８以上の完全数になることはあり

ません。 

 

以上より，１２＋１３＝２５（個）です。 

 

（３） 

  計算結果が６となる４けたの整数 

   ０＋０＋０＋６＝６となる（０，０，０，６）の並びかえ…１個 

   ０＋０＋１＋５＝６となる（０，０，１，５）の並びかえ…２×３＝６（個） 

   ０＋１＋１＋４＝６となる（０，１，１，４）の並びかえ…６＋３＝９（個） 

   １＋１＋１＋３＝６となる（１，１，１，３）の並びかえ…４個 

   １＋１＋２＋２＝６となる（１，１，２，２）の並びかえ…４×３÷（２×１）＝６（個） 

   ０＋０＋２×３＝６となる（０，０，２，３）の並びかえ…６個 

 よって，１＋６＋９＋４＋６＋６＝３２（個）です。 

 

 計算結果が６となる５けたの整数 

   ０＋０＋０＋０＋６＝６となる（０，０，０，０，６）の並びかえ…１個 

   ０＋０＋０＋１＋５＝６となる（０，０，０，１，５）の並びかえ…２×４＝８（個） 

   ０＋０＋１＋１＋４＝６となる（０，０，１，１，４）の並びかえ…１２＋６＝１８（個） 

   ０＋１＋１＋１＋３＝６となる（０，１，１，１，３）の並びかえ…１２＋４＝１６（個） 

   ０＋１＋１＋２＋２＝６となる（０，１，１，２，２）の並びかえ…２×１２＝２４（個） 

   １＋１＋１＋１＋２＝６となる（１，１，１，１，２）の並びかえ…５個 

   ０＋０＋０＋２×３＝６となる（０，０，０，２，３）の並びかえ…８個 

 よって，１＋８＋１８＋１６＋２４＋５＋８＝８０（個）です。 

 

  計算結果が２８となる４けたの整数 

   ０＋０＋４×７＝２８となる（０，０，４，７）の並びかえ…６個 

   ０＋１＋３×９＝２８となる（０，１，３，９）の並びかえ…３×３×２×１＝１８（個） 

   ０＋２×２×７＝２８となる（０，２，２，７）の並びかえ…６＋３＝９（個） 

   １＋３×３×３＝２８となる（１，３，３，３）の並びかえ…４個 

 よって，６＋１８＋９＋４＝３７（個）です。 
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  計算結果が２８となる５けたの整数 

   ０＋０＋０＋４×７＝２８となる（０，０，０，４，７）の並びかえ…８個 

   ０＋０＋１＋３×９＝２８となる（０，０，１，３，９）の並びかえ…３×４×３＝３６（個） 

   １＋１＋１＋５×５＝２８となる（１，１，１，５，５）の並びかえ…５×４÷（２×１）＝１０（個） 

  ０＋０＋２×２×７＝２８となる（０，０，２，２，７）の並びかえ…１２＋６＝１８（個） 

   ０＋１＋３×３×３＝２８となる（０，１，３，３，３）の並びかえ…４＋１２＝１６（個） 

 よって，８＋３６＋１０＋１８＋１６＝８８（個）です。 

 

  計算結果が４９６となる４けた・５けたの整数 

   素因数分解をすると４９６＝２×２×２×２×３１なので，１けたの整数の積が４９６になることは

ありません。よって，たし算を含む式を考えます。 

４けたの場合はａ＋ｂ×ｃ×ｄ＝０＋４９６＝１＋４９５の０＋４９６は明らかに成立せず，素因数

分解をすると４９５＝３×３×５×１１となって素因数１１が含まれるので，３けたの整数が４９５に

なることはありません。また，ａ×ｂ＋ｃ×ｄの場合は，ａ×ｂかｃ×ｄの少なくとも一方が０×０の

場合しか最大値になりません。０×１の場合は０＋１の方が大きくなります。よって，明らかに成立し

ません。 

５けたの場合のａ＋ｂ×ｃ×ｄ×ｅ，および，ａ×ｂ＋ｃ×ｄ×ｅの場合も同様に成立しません。 

 

  計算結果が８１２８以上の完全数となる４けた・５けたの整数 

   素因数分解をすると８１２８＝２×２×２×２×２×２×１２７なので，１けたの整数の積が８１２

８になることはありません。よって，たし算を含む式を考えます。 

そして，たし算を含む式の最大値は，９＋９×９×９×９＝６５７０より小さい（９９９９９の場合

は９×９×９×９×９＝５９０４９になるので）ので，８１２８にはなりません。 

   また，９×９×９×９×９＝５９０４９より，３３５５０３３６以上の完全数になることもありませ

ん。 

 

  以上より，７＋２５＋３２＋８０＋３７＋８８＝２６９（個）です。 
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